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入
株
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會
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と
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設
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①
倉
肚
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満
洲
輪
入
組
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聯
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…
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②
會
肚
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南
満
洲
鐵
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株
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働
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會
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洲
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輸
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株
式
會
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…
…
…
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璽
、
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C
り
會
肚
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働
會
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の
事
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介
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N

　
　
ハ
資
金
の
貸
付
・
…
…
…
…
」
－
…
：
…
：
…
－
：
…

　
　
二
貿
易
舘
及
共
同
店
舖
の
経
螢
並
に
貸
付
…
…
…

　
　
M

　
　
ホ
蓮
逡
、
倉
庫
、
通
關
代
辮
及
代
理
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㈲
會
肚
の
嵩
張
所
ε
其
の
機
能
…
－
…
－
…
－

　
　
記

一
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満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
各
地
所
在
地
並
に
理
事
氏
名
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燃
畢

　
　
　
　
緒
　
　
　
言

　
こ
の
冊
子
は
、
薪
設
満
洲
輸
入
株
式
會
肚
の
設
立
趣
旨
、
組
織
蛇
に
事

業
、
及
び
本
會
枇
轟
洲
輪
入
組
合
聯
合
會
、
各
地
輸
入
組
食
あ
關
係

其
他
を
揚
ぴ
．
本
會
肚
に
封
す
る
正
し
き
認
識
を
一
般
關
係
者
各
位
に
求

め
む
ぐ
、
．
欲
し
作
製
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
特
に
満
洲
に
於
け
る
圓
満
爾

蓼
の
取
引
に
付
て
注
意
す
べ
暴
項
蓼
考
迄
に
記
讐
て
馨
ま
し

た
、
將
來
満
洲
共
他
忙
販
路
鑛
張
を
希
望
せ
ら
る
る
向
は
、
是
非
一
讃
を

願
ひ
ま
す

、

唖mu一　
’

煕

1
7

9

ノ
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．
確
雛
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拶
繋
襲
韓
目
嚢
麺
韓
穎
臼
ー
跡
儲
ー
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一
彗
d
『
ー
ー
…
蒙
イ
コ
ー
・
遵
ヨ
「
諸
溝
…
ー
】
・
－
ー
i
　
r

一

、

　
．4LL

曽一
　　　　　　　　　　　　　　　吐背「tJV’

　　ua：血　一’
こよごJl’一瞑」…瓢艦臨．螺㍑溜想鞘一凝皿

喝

陶
、
満
洲
輸
入
株
式
會
肚
設
立
の
趣
旨

二
　
、

　
満
洲
に
於
け
る
一
般
維
濟
界
は
満
洲
國
の
建
國
を
襖
機
ε
し
て
異
常
な
る
進
展
を
示
し
、
殊
に
輸
入
貿
易
に
至
つ
て
は

康
徳
元
年
に
は
實
に
六
億
圓
に
上
り
、
未
曾
有
の
殿
盛
を
見
、
内
日
本
よ
り
の
喩
入
額
は
大
同
元
年
に
は
一
億
九
千
萬
圓
、

大
同
二
年
に
は
一
躍
し
て
三
億
四
千
萬
圓
に
上
り
、
十
七
割
ε
云
ふ
異
常
な
る
獲
展
を
示
し
、
實
に
全
輸
入
額
の
六
六
％

を
占
め
、
更
に
康
徳
元
年
に
至
り
て
は
四
億
九
百
萬
圓
、
喩
入
総
額
の
約
七
〇
％
に
相
當
し
て
居
り
ま
す

　
之
れ
を
難
貨
貿
易
上
よ
り
見
る
に
、
大
同
元
年
の
輸
入
総
額
二
億
圓
よ
り
大
同
二
年
に
於
て
二
億
九
千
萬
圓
に
上
り
、

更
に
康
徳
元
年
に
は
三
億
一
千
萬
圓
の
亘
額
に
躍
進
し
、
年
々
歳
々
其
の
躍
進
の
度
を
彊
め
て
居
り
、
内
日
本
よ
り
の
輸

人
額
は
其
の
七
〇
％
ミ
見
て
大
同
元
年
一
億
四
干
萬
圓
、
大
同
二
年
二
億
圓
前
後
、
康
徳
元
年
に
は
二
億
一
千
萬
圓
見
當

の
も
の
が
輸
入
せ
ら
れ
た
も
の
ミ
見
倣
す
こ
ε
が
出
來
．
満
洲
市
場
に
於
け
る
日
本
商
品
は
、
今
や
瞭
原
の
火
の
如
き
勢

を
以
て
市
場
を
席
捲
し
、
外
國
品
を
騙
逐
し
つ
Σ
あ
る
ε
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
次
に
輸
入
組
合
の
現
状
を
見
る
に
、
同
組
合
は
満
鐡
會
杜
の
絶
大
な
る
後
援
の
下
に
昭
和
三
年
以
降
逐
次
滑
線
主
要
都

市
十
七
箇
所
に
設
立
せ
ら
れ
、
時
マ
」
し
て
一
進
一
退
の
苦
杯
を
嘗
め
し
こ
ε
あ
る
も
、
漸
次
基
礎
確
定
し
、
更
に
今
次
の

－
曜
恥
－

満
洲
國
建
國
捧
ふ
経
濟
界
の
進
展
に
つ
れ
近
年
著
し
葵
展
を
擦
、
今
や
組
合
員
一
千
三
百
名
・
纏
無
利
息
馨

金
三
百
四
＋
藤
大
藏
省
低
奮
辛
萬
圓
の
外
に
、
組
合
員
出
義
二
百
五
＋
萬
園
組
合
積
立
金
辛
一
萬
圓
を
保
・

留
蓮
用
し
、
組
A
・
員
の
年
叢
6
1
高
實
三
億
五
千
萬
圓
に
上
る
鑛
を
呈
し
、
蝕
に
全
く
其
の
地
歩
を
確
立
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す

ヤ
以
上
の
趨
勢
は
日
本
の
劃
煽
貿
易
並
に
輸
入
組
合
員
の
爲
に
輝
か
し
い
未
來
を
物
語
る
ε
こ
う
な
れ
＆
も
・
満
洲
建
國

景
氣
、
乃
至
は
イ
ン
フ
レ
景
氣
に
負
ふ
ぐ
」
こ
ろ
亦
多
大
な
る
も
の
あ
る
の
み
な
ら
す
、
將
來
総
外
國
の
満
洲
國
承
認
に
俘

ひ
是
等
諸
外
璽
、
の
封
立
關
係
も
慧
せ
ら
れ
、
從
て
前
途
裳
し
も
樂
禦
許
さ
ざ
る
と
こ
ろ
あ
る
を
以
て
・
こ
れ
等

の
不
安
に
先
ち
、
仕
広
の
合
理
化
、
販
路
の
櫨
張
強
化
を
圏
り
以
て
本
邦
商
品
の
全
満
進
出
ε
邦
商
の
揺
ぎ
な
き
地
歩
を

確
立
し
、
將
來
に
備
ふ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
本
會
肚
設
立
の
趣
旨
は
實
に
此
の
勲
に
存
し
、
本
邦
商
櫻
の
普
及
確
立
を

計
る
ぐ
」
共
に
、
　
…
暦
日
満
…
商
業
者
の
相
互
依
存
關
係
を
緊
…
密
化
せ
し
め
、
眞
に
日
浦
…
プ
ロ
ツ
ク
経
濟
の
確
周
不
動
な
る
礎

を
確
立
せ
し
む
べ
き
重
大
使
命
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
二
、
満
洲
輪
入
株
式
會
肚
ピ
各
種
機
關
並
に
施
設
ピ
の
關
係

　
　
　
①
　
會
肚
と
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
と
の
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　　　　　　　　　内
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鴇
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本
會
陛
満
洲
轍
入
組
A
・
聯
A
・
會
の
馨
に
よ
り
異
の
附
燧
蓼
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
ポ
の
で
書
し
て
從
來

同
會
の
業
諮
の
内
仕
入
斡
旋
關
係
業
務
を
繊
承
し
、
こ
れ
に
附
帯
せ
る
事
業
虹
に
施
設
を
實
施
す
る
こ
ε
ざ
な
つ
た
も
の

で
、
堕
聯
△
・
會
は
趾
ハ
の
薦
爺
輸
入
組
合
を
統
禦
導
し
、
満
洲
見
本
市
の
主
翼
他
聯
合
會
固
有
の
公
釜
的
業
務

を
途
行
す
る
こ
ぐ
」
な
從
前
ぐ
」
何
等
攣
る
マ
こ
〕
う
な
く
、
又
會
肚
を
監
督
指
導
し
業
務
上
の
蓮
絡
を
密
接
に
し
、
組
合
と
會

証
の
便
益
を
圖
る
も
の
で
あ
っ
て
從
前
の
業
務
の
上
に
更
に
百
尺
竿
頭
，
一
歩
を
進
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す

　
　
　
②
．
會
肚
と
南
満
洲
鐵
道
株
式
會
冠
と
の
關
係

満
洲
輸
入
組
A
・
聯
A
・
會
矯
洲
各
地
輸
入
組
合
の
統
制
機
關
S
し
て
南
満
洲
鐡
藻
式
會
甦
・
密
接
な
る
關
係
を
有
し

て
居
り
ま
す
、
而
し
て
本
會
肚
は
聯
審
の
附
纒
關
S
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
關
係
上
亦
嘉
洲
鐡
道
株
蕃
甦
」
は

絶
業
離
の
關
係
に
置
か
れ
て
か
る
ミ
ろ
で
あ
つ
て
、
本
會
肚
穫
申
に
特
に
同
肚
よ
り
一
名
選
任
せ
ら
れ
た
る
ミ

は
、
こ
の
遽
の
浩
息
を
雄
癖
に
物
語
る
ε
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
同
肚
は
本
會
杜
設
立
に
當
り
、
其
の
資
金
關
係
は
も
く
」
ポ
り
、

倉
庫
並
に
貿
易
館
の
設
置
に
當
り
其
の
所
要
の
敷
地
、
設
備
等
に
つ
き
本
會
阯
の
爲
に
多
大
の
便
盆
を
供
せ
ら
れ
た
ミ
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
、
琴
攣
、
も
同
肚
の
奨
な
る
御
後
援
の
あ
る
ミ
は
論
を
倹
た
な
い
ミ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
　
　
㈲
　
會
肚
と
輸
入
組
合
と
の
關
係

、
ひ

、

　
0
0

＼

「p

ｯ
幅　ウ砒認　

　　　’1旧　試ず4i罫
r・x，＾i　鷲

1

楡
入
組
A
・
．
、
會
肚
．
・
翁
に
於
て
籍
互
契
約
繕
び
、
從
來
組
合
が
實
施
せ
る
仕
入
捷
霧
は
、
華
之
を
欝

的
に
組
合
保
讃
の
下
に
會
肚
を
経
由
す
る
事
に
定
め
、
會
肚
は
更
に
之
を
保
諜
し
て
費
主
に
謎
丈
す
る
仕
組
み
に
な
つ
て

居
り
ま
す
か
ら
、
將
來
の
組
合
経
由
取
引
は
、
萱
買
爾
者
の
申
間
に
於
て
組
合
ミ
會
就
が
二
重
保
誰
の
責
任
を
負
ふ
こ
S

霊
な
り
ま
す
n
随
て
費
主
は
何
等
の
不
安
も
な
く
萱
込
が
出
來
る
こ
S
ε
な
り
ま
す

　
　
　
㈹
　
會
世
と
満
洲
見
黍
市
と
の
關
係

　
満
洲
見
本
市
は
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
事
業
の
一
に
し
て
本
年
を
以
て
第
六
回
を
重
ね
、
更
に
日
支
貿
易
の
振
興
を
目

．
的
ぐ
七
て
昨
年
試
み
に
開
響
美
津
見
本
市
も
本
年
第
二
回
を
覆
す
る
に
至
り
・
今
後
蒜
合
會
固
有
の
棄
言

て
繊
績
す
る
筈
で
あ
り
ま
す
、
而
し
て
見
本
市
に
於
け
る
取
引
に
關
し
て
は
會
肚
は
常
に
主
催
者
ミ
蓮
絡
し
・
費
買
雨
者

切
爲
め
に
輸
入
組
合
虹
に
會
轟
叢
6
1
に
よ
る
完
全
な
る
取
引
の
斡
旋
に
努
め
ま
す

一
昌
、
満
洲
輪
入
株
式
會
肚
の
組
織
並
に
事
業

　
　
e
り
　
會
蹴
の
組
織
及
内
容

・
本
會
麿
は
満
鐡
會
瀧
の
絶
大
な
る
援
助
を
得
、
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
の
投
資
に
よ
る
金
四
拾
萬
鳳
全
額
佛
込
濟
の
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
五

　
　
　
、

幣 　　　　　　rw　m　　　　　M　
－　一
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一鴨　　　　　印　r　　『｝こ一

9



」
羅
　
b

‘

　　「A一　u　　　m
箪ttヤ　弔縞鞠

　　幅

轟
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六

式
會
肚
で
遭
ま
す
、
今
後
必
要
に
讐
婆
馨
の
豫
定
で
あ
り
ま
す
。
從
つ
て
疲
株
主
を
有
芋
翻
會
興
満

洲
鍮
入
組
A
．
聯
A
・
會
、
各
地
葵
組
A
・
よ
り
僅
か
に
法
簸
の
株
圭
を
選
び
設
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
つ
て
・
之
が
経

叢
灘
會
肚
の
峯
監
督
の
下
に
輸
入
組
合
事
業
の
震
蛙
に
日
欝
易
振
興
を
圖
る
宵
的
言
・
定
誘
定
の
事

業
を
馨
す
る
．
三
ろ
で
は
あ
り
挙
が
、
株
主
に
響
る
配
當
藁
せ
す
、
其
の
利
釜
金
竺
馨
糞
華
備
金
に

繰
入
れ
ば
足
り
轟
で
、
設
立
に
際
し
特
に
螢
利
法
人
蓮
ん
だ
の
は
霧
途
重
便
な
ら
し
め
る
爲
め
で
・
會
肚
の
業

務
は
公
盆
法
人
母
」
同
唖
な
る
精
紳
に
則
り
螢
利
を
目
的
S
す
る
普
通
商
事
會
肚
S
は
趣
を
異
に
し
て
を
り
ま
す

本
會
肚
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す

監取取常常取
　　　務務締査締締取取役
　　　締締肚役役役役役長

久東犀田霊山
申野遜田末

吉一龍義忠繁

次郎男明雄雄

（
満
洲
喩
入
組
合
聯
合
會
理
事
長
）

（
大
蓮
輸
入
組
合
理
事
）

（
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
常
務
理
事
）

（
南
満
洲
鐡
道
株
式
會
祀
地
方
部
商
工
課
長
）

（
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
理
事
）

（
薪
京
輸
入
組
合
理
事
）
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吃

　
　
　
　
　
監
　
査
　
役
　
　
合
　
　
田
　
　
徳
　
　
松
　
　
（
奉
天
輸
入
組
合
理
事
）

　
　
　
　
②
會
冠
　
の
　
事
業

　
　
本
會
肚
の
事
業
は
其
の
範
團
廣
汎
に
亘
り
、
短
年
月
に
於
て
は
之
が
完
壁
を
期
す
る
こ
ミ
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、

．
歌
勢
に
鑑
み
適
切
要
當
S
認
め
ら
る
る
も
の
よ
り
漸
を
逐
ふ
て
其
の
機
能
を
嚢
揮
す
る
豫
定
で
あ
り
ま
す

　
　
の
各
種
商
品
費
買
の
仲
立
並
に
保
謎
行
爲

　
（

　
　
楡
入
組
合
が
從
來
行
つ
て
來
た
仕
入
斡
旋
は
所
謂
斡
旋
の
範
園
を
超
へ
す
、

一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
的
保
謹
行
爲
は
定
款
に
悼
る
の
故
を

以
て
不
可
能
で
あ
つ
た
の
で
サ
イ
ト
附
取
引
の
場
合
に
於
て
は
手
形
の
蓮
用
に
依
る
金
融
上
の
利
釜
を
享
受
す
る
こ

ミ
が
極
め
て
僅
少
で
あ
り
、
こ
れ
が
爲
め
現
金
取
引
ミ
同
様
な
る
最
低
探
算
を
以
て
責
買
爾
者
の
提
携
を
圖
る
こ
S

が
困
難
な
る
事
情
に
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
此
の
鋏
購
を
補
ふ
爲
め
に
會
肚
は
支
佛
手
形
の
参
加
引
受
を
實
施
し
萱

主
に
封
し
て
手
形
割
引
に
よ
る
金
融
の
途
を
開
く
ミ
共
に
、
賞
主
に
於
て
代
金
決
濟
に
關
し
不
安
を
抱
く
か
如
き
事

項
一
切
を
除
去
し
、
圓
滑
な
る
取
引
を
誘
導
せ
ん
S
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

而
し
て
本
仲
介
蛇
に
保
謹
行
爲
は
、
輸
入
組
合
員
の
み
な
ら
す
汎
く
一
般
邦
商
粒
に
満
華
商
の
依
頼
に
も
慮
す
る
こ

・も

ｱ
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

／
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八

　
右
の
仲
介
蛇
に
保
謹
行
爲
に
よ
る
輸
入
組
合
粒
に
會
肚
の
取
得
す
る
保
誰
料
蛇
に
手
数
料
は
合
算
し
て
當
分
の
間
取

　
引
金
額
の
二
歩
を
標
準
S
致
し
ま
す
、
本
歩
合
は
標
準
歩
合
で
あ
り
ま
す
か
ら
商
品
の
性
質
、
取
引
高
の
多
寡
其
他

　
の
事
情
に
恋
じ
て
幾
分
の
高
下
は
冤
か
れ
ま
せ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
円
　
各
種
商
品
の
費
買
、
委
託
蚊
に
特
約
販
費
　
　
　
．

（　
當
分
の
間
會
杜
は
直
接
一
般
的
商
品
の
費
買
を
行
ふ
嘉
を
避
け
、
委
託
粒
に
特
約
販
賓
の
程
度
に
止
め
ま
づ

め
養
金
の
貸
付

（　
積
極
的
資
金
の
貸
付
を
行
は
す
、
仕
入
保
讃
手
形
に
封
し
て
已
を
得
ざ
る
事
情
に
よ
り
、
一
時
立
替
佛
を
必
要
S
す

　
る
場
合
に
隈
り
之
が
貸
付
を
な
す
事
を
原
則
S
し
て
居
り
ま
す

↓
　
貿
易
館
及
共
同
店
舖
の
経
螢
蛇
に
貨
付
。

（　
昭
和
十
年
度
に
於
て
は
恰
爾
濱
貿
易
館
を
開
設
し
貸
倉
庫
、
貸
事
務
所
虹
に
見
本
展
示
會
場
等
S
し
て
利
用
し
、
叉

∴
年
を
逐
ふ
て
満
洲
並
に
北
支
方
面
主
要
都
市
に
こ
の
種
の
貿
易
館
並
に
共
同
店
舖
の
建
設
又
は
施
設
を
な
し
、
將
來

　
本
邦
商
品
の
太
量
販
萱
網
を
布
く
豫
定
で
居
り
ま
す

羽
蓮
逡
一
倉
庫
，
一
通
關
代
辮
及
代
理
　
　
　
　
・
　
、

（工
－
蓮
゜
・
　
・
　
’
逸

h
蓮
逸
業
は
當
分
の
聞
直
接
行
は
す
、
指
定
蓮
邊
店
ミ
特
殊
契
約
を
締
結
し
、
低
廉
、
確
實
、
迅
速
を
旨
S
し
之
が
監

h
督
を
嚴
重
に
逮
行
致
し
ま
す

a
倉
　
　
　
　
　
庫

　
倉
庫
の
運
用
は
商
業
振
興
上
基
礎
的
要
諦
な
る
に
鑑
み
本
會
肚
の
諸
施
設
申
最
も
重
大
使
命
を
帯
び
て
居
る
一
つ
で

　
あ
り
ま
す
、
伍
而
昭
和
十
年
度
に
於
て
は
大
蓮
に
約
九
百
坪
の
倉
庫
を
建
設
し
、
商
品
の
保
管
方
法
を
合
理
化
し
、

　
費
買
爾
者
の
爲
め
に
低
廉
に
し
て
而
か
も
便
宜
且
つ
確
實
に
取
扱
ひ
得
る
方
策
を
樹
て
、
漸
次
主
要
都
市
に
之
を
及

　
ぼ
し
、
商
品
配
給
上
完
全
な
る
機
能
を
穫
揮
す
る
豫
定
で
あ
り
ま
す

a
　
通
關
代
辮
及
代
理

．
外
國
取
引
に
於
て
費
買
爾
者
の
常
に
苦
痛
S
す
る
所
は
そ
の
通
關
關
係
で
あ
り
ま
す
、
然
し
之
は
賞
買
爾
者
が
通
關

　
に
必
要
ε
す
る
税
率
其
他
諸
手
績
に
樹
す
る
適
確
な
る
知
識
の
不
足
虐
税
關
當
事
者
の
求
む
る
精
帥
を
了
得
し
な
い

　
結
果
に
基
く
も
の
が
其
の
最
ミ
思
料
せ
ら
れ
ま
す
、
本
會
杜
は
之
が
公
雫
に
し
て
迅
速
な
る
斡
旋
事
務
を
行
ひ
、
税

　
關
當
局
ε
も
完
全
な
る
蓮
絡
を
保
ち
、
通
關
の
圓
滑
を
期
し
不
満
癒
声
掃
せ
ん
ざ
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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一
ρ

゜
　
　
が
ち
本
業
務
は
簡
軍
に
行
ひ
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ち
、
先
づ
責
買
雨
者
に
樹
し
其
の
取
扱
商
品
に
封
す
る

　
　
　
通
關
事
務
上
の
知
識
を
與
．
へ
、
然
る
後
會
肚
虹
に
會
肚
出
張
所
に
於
て
荷
物
の
検
査
を
行
ひ
得
る
程
度
の
も
の
よ
り

　
　
　
取
扱
ひ
、
逐
次
一
般
斡
旋
商
品
に
普
及
す
る
豫
定
で
、
當
分
の
間
大
蓮
港
の
み
に
實
施
し
、
將
來
は
安
東
、
螢
ロ
共

　
　
　
他
の
土
地
に
及
ぽ
し
た
い
希
望
で
あ
わ
ま
す
」

　
　
　
　
㈲
　
會
就
の
出
張
所
と
其
の
機
能

　
　
本
會
肚
は
日
満
椹
要
地
に
出
張
所
を
設
け
、
會
肚
の
仕
入
業
務
蛇
に
本
邦
商
品
販
路
籏
張
の
爲
め
に
、
諸
施
設
を
行
ふ

　
豫
定
で
あ
り
ま
す
が
、
本
項
に
於
て
は
仕
入
業
務
に
關
す
る
も
の
の
み
を
論
明
致
し
ま
す
、
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
は
現

　
在
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
箇
所
に
其
の
出
張
所
を
有
し
、
將
來
は
更
に
椹
要
な
る
地
に
出
張
所
を
増
設
す
る
豫
定
に

　
て
、
出
張
所
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
㌧

　
　
、
聴
、
輸
入
組
合
員
の
仕
入
斡
旋

　
　
二
，
生
産
の
歌
況
粒
に
市
況
の
調
査

　
　
三
、
見
本
型
録
及
債
格
表
集
受
嚢
逡

　
　
四
、
運
賃
諸
掛
低
減
の
交
渉
　
　
．

魑
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
五
、
晶
質
其
他
約
定
條
件
違
反
等
に
關
す
る
交
渉
．

　
六
、
見
本
市
拉
に
委
託
販
費
の
斡
旋

毛
、
代
金
決
濟
方
に
付
き
費
買
爾
者
間
の
疏
通
　
　
　
　
　
．
－

　
八
、
生
産
業
者
拉
に
輸
出
組
合
と
の
蓮
絡
及
其
の
満
洲
代
理
店
叉
は
特
約
店
S
の
連
絡

　
九
、
既
設
代
理
店
、
特
約
店
た
る
輸
入
組
合
員
の
利
釜
撫
護
、
薪
増
設
に
關
す
る
斡
旋

　
十
、
其
他
重
要
事
項

の
業
務
を
掌
つ
て
居
り
ま
す
が
、
右
の
内
會
肚
は
仕
入
斡
旋
業
務
拉
に
之
に
關
聯
す
る
事
項
の
み
を
繊
承
し
、
前
記
聯
合

會
禺
張
所
ミ
同
一
場
所
に
出
張
所
を
設
け
出
張
所
所
在
地
及
其
の
附
近
都
市
に
封
す
る
會
肚
の
仕
入
斡
旋
は
出
張
所
を
経

由
し
て
行
ふ
事
を
原
則
S
致
し
ま
す

　
而
し
て
本
會
杜
ざ
薪
規
取
引
を
希
望
せ
ら
る
る
向
は
、
前
記
出
張
所
叉
は
各
府
縣
都
市
の
紹
介
及
び
調
査
報
告
に
依
り

開
始
す
る
事
に
定
め
て
居
り
ま
す
か
ら
、
出
張
所
所
在
地
蛇
に
附
近
都
市
の
萱
主
は
、
充
分
當
該
出
張
所
ε
の
蓮
絡
を
緊

密
に
し
、
仕
入
、
販
萱
の
合
理
化
を
圖
ら
れ
度
特
に
希
望
致
し
ま
す

、

・
二

ρ

一
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二
願

　
　
　
　
　
　
　
　
附
　
　
　
記

　
　
　
　
　
闘
、
満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
笈
各
地
組
合
所
在
地
並
に
理
事
氏
名

聯
合
會
蚊
に
所
属
各
地
鍮
入
組
合
の
所
在
地
粒
に
其
の
理
事
氏
名
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す

大
蓮
市
朋
衣
町
十
番
地

大
蓮
市
朋
衣
町
十
番
地

族
順
市
青
葉
町
七
十
二
番
地

大
石
橋
火
街
二
八

螢
ロ
新
市
街
西
本
街

鞍
山
北
四
條
町
一
番
地
四
號

遼
陽
昭
和
通

奉
天
平
安
通
十
七
番
地
ノ
一

撫
順
中
央
大
街
四
十
二
番
地

本
漢
湖
永
利
町
四
番
地

安
東
縣
五
怖
否
涌
娼
六
丁
目
一
二
番
地

鐡
嶺
松
島
町

開
原
大
街
十
四
番
地

四
平
街
申
央
通

公
主
嶺
朝
日
町
一
丁
目
六
釆
国
地
ノ
ニ

」
新
山
泉
三
笠
町
一
丁
目
二
十
六
番
地

吉
林
江
岸
満
鐵
事
務
所
内

喩
爾
濱
埠
頭
匝
地
段
街
百
二
十
一
號

　
　
　
　
　
　
出
張
所
々

東
京
市
丸
ノ
内
商
工
奨
働
館

満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會

大
蓮
輸
入
組
合

族
順
輸
入
組
合

大
石
橋
輸
入
組
合

螢
口
輸
入
組
合

鞍
山
楡
入
組
合

遼
陽
鍮
入
組
合

奉
天
輸
入
組
合

撫
順
輸
入
組
合

本
漢
湖
輸
入
組
合

安
東
輸
入
組
合

鐡
嶺
輸
入
組
合

開
原
輸
入
組
．
合

四
雫
街
鍮
入
組
合

公
主
嶺
楡
入
組
合

薪
京
喩
入
組
合

吉
林
楡
入
組
合

喀
爾
濱
輸
入
組
合

理
事
長

常
務
．
理
事

理理理理理理理

事事事事事事事

理理理 ?摎摎摎摎掾E理理
　　　代
事事事理事嘉事事事事事

道阪．佐小澤霧東田山．無

與三正才三忠一義繁遡

門郎’章治郎雄郎明雄

横堀久海中關下石藤中合
田井末江村野山井島原田
　畳　田　　恭
提太罐太芳次保欝徳
壽郎次丞郎造・郎吉゜ Y光松

在
地
及
所
長

　
　
　
満
…
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
　
東
京
出
張
所
　
所
長
　
　
紀
脩
　
　
一
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢
三

ρ
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＼

、

嘱．

|
剛
膿
曜
田
湘
隔
…
串
，
網
笥
困
疑
、
「
諮
㍑
崖
壌
．
－
、
、
ト
馨
、

　燃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
大
阪
市
役
所
産
蕎
　
　
纏
入
馨
聯
合
命
臭
阪
墨
所
所
輩
瀬
頼
二

　　

@
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
市
申
匠
南
大
津
町
千
代
田
ピ
ル
内
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
出
張
所
所
長
　
岩
　
　
本
　
　
實

　
　
」
≒
會
奮
蔓
普
成
鶴
す
垂
項

　

　
　
。
　
　
　
c
り
註
文
及
、
成
約
　
　
　
　
　
　
　
　

．

　
　
　
商
品
註
姦
旋
の
籍
鍵
け
た
る
時
は
・
輸
入
馨
奮
の
場
合
は
組
合
よ
り
・
特
別
の
事
情
に
依
り
組
合
醤
に

　
　
　
非
る
場
合
は
塁
よ
り
保
詮
斐
績
書
を
徴
し
義
會
麩
器
綾
に
蓼
薯
出
張
所
所
甕
に
請
近
都

　
　
　
市
鋳
す
る
も
の
は
出
張
所
を
通
じ
・
蓋
の
も
の
は
薯
直
接
室
に
折
衝
を
な
し
・
斐
引
鑑
目
姦
し
た
る
上
保

……
@
　
　
　
　
　
誰
註
文
移
牒
書
を
交
付
し
ま
す
、
但
し
本
保
諮
誰
文
移
牒
書
母
」
註
文
引
受
書
を
同
封
逸
付
し
た
る
場
合
は
、
貸
主
に
於
て

罵
　
　
　
　
　
　
　
最
低
探
算
見
積
を
な
し
、
指
定
條
件
が
履
行
幽
來
得
る
や
否
や
を
検
討
の
上
註
丈
引
受
書
に
記
名
…
捺
印
直
ち
に
會
肚
田
張

　
　
　
所
奮
の
も
の
は
當
該
出
張
所
へ
、
蓋
の
も
の
は
會
杜
へ
嚢
す
る
事
を
要
し
ま
す
、
本
註
文
3
1
受
書
の
受
授
な
蕩

　
　
　
A
・
は
該
取
引
は
不
成
鞄
、
し
て
羅
致
し
ま
す

鑑　
　
　
　
　
　
　
　
急
を
要
す
る
も
の
に
し
て
電
報
又
は
電
話
に
て
註
文
を
な
し
た
る
場
合
は
即
日
前
記
の
手
績
を
な
し
噛
事
後
承
認
の
取

　
出

一
L’z：s：s：：

鵬魍一灘＿　

扱
を
致
し
ま
す
、
保
詮
註
丈
移
牒
書
を
會
肚
に
邊
付
す
る
絵
裕
な
き
ε
き
は
、
輸
入
組
合
は
會
肚
を
代
理
し
て
註
文
を
嚢

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
會
就
及
組
合
の
責
任
は
一
般
註
文
言
何
等
攣
り
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
②
成
約
の
履
．
行
　
　

【
、
’
°
　
一
．

　
費
主
は
註
文
引
受
書
記
載
各
項
に
基
き
品
質
、
，
荷
造
り
、
、
積
出
期
限
、
蓮
逡
方
法
に
注
意
し
現
品
は
指
定
個
所
宛
無
爲

替
に
て
護
逡
し
積
逡
書
類
（
般
荷
誰
券
、
保
瞼
謹
券
其
他
）
に
仕
切
書
ハ
會
杜
出
張
所
経
由
の
も
の
は
四
通
共
他
の
も
の
は

三
通
）
を
添
付
し
、
會
肚
叉
は
會
肚
出
張
所
に
逡
付
し
て
戴
き
ま
す

　
　
　
㈲
　
註
文
晶
の
受
渡
並
に
代
金
の
支
錦

　
荷
物
到
、
着
後
三
日
以
内
に
左
の
方
法
に
依
り
現
品
受
渡
虹
に
代
金
の
支
彿
か
致
し
ま
す

　
っ
　
輸
入
組
合
経
由
の
場
合

　
（

　
　
受
　
　
「
　
　
渡
…
…
…
…
…
組
合

　
　
現
　
金
　
耽
　
引
…
…
・
・
…
…
組
合
よ
り
邊
金
す
・

　
　
サ
イ
ト
付
取
引
…
・
…
…
…
組
合
振
出
⑳
約
束
手
形
に
會
肚
裏
書
し
逡
付
す

　
の
～
特
別
の
事
情
に
依
り
輸
入
組
合
を
経
由
せ
す
會
肚
直
接
の
場
合
・

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
五

ノ

　
0
0

π
1
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ハ

　
受
　
　
　
　
　
渡
…
・
…
…
…
會
祀
・

　
現
，
金
取
引
…
…
…
…
…
會
就
よ
り
逡
金

　
サ
イ
ト
付
取
引
…
…
…
…
…
會
杜
振
出
の
約
束
手
形
を
逡
附
す

9
　
　
　
三
、
劉
満
輸
出
業
者
（
費
主
）
の
注
意
す
べ
き
要
項
　
　
　
．

　
　
㎝
　
邦
商
に
關
歩
る
も
の

註
文
酬
受
書
記
載
の
通
り
實
行
す
れ
ば
足
り
る
繹
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
御
注
意
願
ひ
度
い
の
は
左
の
各
項
で
あ
り
ま

すめ
晶
質
嚴
撰
の
こ
ε

　
（

　
　
註
丈
晶
の
品
質
に
付
て
は
素
よ
り
粗
悪
な
ら
ざ
る
様
常
に
注
意
を
彿
つ
て
居
ら
れ
る
こ
S
ミ
思
ひ
ま
す
が
、
既
逡
見

　
　
本
粒
に
出
張
員
派
遣
に
よ
つ
て
取
引
が
成
立
し
た
場
合
等
十
二
分
に
注
意
せ
ら
れ
、
少
く
S
も
既
逡
見
本
に
優
る
ミ

　
　
む
劣
ら
ぬ
商
口
叫
を
塗
る
ε
云
ふ
こ
S
を
常
に
念
頭
に
置
か
れ
る
様
希
望
致
し
ま
す
し

一
：
の
’
禺
荷
期
日
載
に
輸
邊
に
付
て
　
、

　
（

　
　
註
丈
主
と
し
て
は
、
商
品
の
着
後
に
於
け
る
小
萱
叉
は
納
入
の
都
合
を
考
慮
し
た
上
で
註
丈
を
獲
し
ま
す
、
又
先
物

　
　
取
引
に
付
て
も
、
其
季
節
物
の
萱
り
準
備
を
す
る
都
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
少
く
ざ
も
受
註
S
同
時
に
記
載
せ
ら
れ
た

　
　
る
出
荷
期
日
は
、
絶
…
封
的
で
あ
つ
て
欲
し
い
の
で
あ
り
ま
す
．

　
　
荷
造
を
堅
牢
に
し
、
喩
逸
は
完
全
な
る
方
法
を
撰
ば
れ
度
、
殊
に
運
賃
は
商
品
値
段
を
左
膚
す
る
重
要
な
る
關
係
が

　
　
あ
る
の
で
、
註
文
主
が
最
も
關
心
を
持
つ
問
題
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
之
が
買
主
負
憺
の
場
合
で
あ
る
ミ
し
て
も
、
貰

　
　
主
S
し
て
は
確
實
、
安
全
に
し
て
低
廉
な
る
方
法
を
撰
ば
れ
る
様
充
分
の
注
意
を
願
ひ
ま
す

　
　
　
②
　
満
華
商
に
關
…
す
る
も
の

　
本
項
に
付
て
は
特
に
記
述
す
る
迄
も
な
く
、
前
項
邦
商
の
場
合
S
同
様
注
意
せ
ら
れ
度
き
は
素
よ
り
で
あ
り
ま
す
が
満

華
商
の
場
合
は
邦
商
の
如
く
萱
主
を
大
瓠
な
る
取
引
先
s
し
て
観
る
の
惰
實
的
行
き
方
な
く
「
商
費
は
情
義
不
要
」
を
主
義

S
し
、
如
何
な
る
場
合
で
も
弊
盤
を
第
一
義
ε
す
る
の
が
一
種
の
國
民
性
で
あ
る
檬
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
然
事

故
爽
生
の
程
度
多
く
、
費
主
の
立
場
か
ら
す
る
霊
何
事
か
爲
め
に
せ
ん
ε
す
る
「
苦
情
」
の
申
出
霊
も
思
は
れ
る
鮎
な
し
S

も
限
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
だ
け
に
確
實
な
る
晶
を
安
く
取
引
寸
る
こ
ε
に
努
め
さ
へ
す
れ
ば
商
談
は
極
め
て
簡
箪
に
成
立
し

て
、
邦
断
の
場
合
ざ
は
叉
異
な
つ
た
妙
瞭
も
あ
り
、
量
に
於
て
も
相
當
纒
ぢ
ε
云
ふ
張
味
が
あ
る
謁
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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一
入

　
　
㈲
満
人
の
好
む
色
彩
並
に
文
様

め
色
　
　
彩

（
満
人
の
色
彩
に
封
す
る
嚢
眼
竺
般
に
羅
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
間
色
、
暗
讐
い
つ
た
も
の
よ
り
原
色
を
好
む

　
風
が
あ
り
ま
引
の
で
、
我
々
か
ら
見
れ
ば
「
む
つ
ご
さ
」
「
あ
く
さ
さ
」
を
感
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
等
霊
し

　
て
は
一
の
民
族
性
よ
り
來
た
色
に
謝
す
る
観
念
で
あ
り
、
叉
環
境
、
風
土
よ
り
自
然
に
醸
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

　
ま
す
か
ら
、
封
満
貿
易
業
者
ε
し
て
は
こ
れ
に
迎
合
す
る
必
要
が
多
分
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す

　
今
左
に
其
の
色
彩
を
列
暴
し
て
見
ま
す
ε

　
　
金
　
　
　
色
　
満
人
の
最
も
好
む
色
彩
で
衣
類
も
器
物
も
商
標
に
も
叉
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
飾
彩
霊
し
て
用
ひ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
ゐ
ま
す

黄赤銀

色色色
こ
れ
も
相
當
多
方
面
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
ま
す

吉
徴
の
表
徴
S
し
て
廣
ぐ
用
ひ
ら
れ
ま
す

嘆
人
種
の
丈
明
獲
鮮
の
色
ε
稻
し
て
正
色
ε
し
て
尊
び
ま
す
、
從
て
晶
共
の
使
用
さ
る
る
範
園
は
極

め
し
廣
汎
で
あ
り
ま
す

　
一

1
　
－
I
I
I
I
－
L

　戸　、　買
，　了

1

■

　　　m”噛　，■智　灘、
躍

一
q

　
　
簸
色
緑
色
　
共
に
濃
色
程
廣
ぐ
喜
ば
れ
ま
す

　
　
青
　
　
　
色
　
廣
く
一
般
に
喜
ば
れ
る
色
で
あ
り
ま
す

　
大
禮
に
於
て
こ
れ
等
の
原
色
を
配
し
て
居
り
ま
す
が
間
色
ミ
し
て
は
大
盟
次
の
様
な
も
の
が
喜
ば
れ
る
風
が
見
え
ま

　
す　

　
　
七
四
翠
…
…
㌧
キ
イ
・
　
八
六
箪
…
…
螺
鴬

　
　
　
一
〇
九
號
…
：
・
2
・
…
…
・
ハ
ナ
イ
ロ
　
　
　
一
一
〇
號
3
・
…
・
…
…
・
・
カ
キ
イ
ロ

　
　
　
一
哺
ご
最
號
…
2
・
…
…
3
・
カ
メ
ノ
ゾ
キ
　
　
　
＝
二
〇
號
…
・
…
…
…
…
ミ
ル
ァ
イ

　
　
　
一
四
〇
號
」
…
…
…
…
ウ
ラ
ハ
イ
ロ
　
　
一
四
二
號
…
…
…
…
セ
イ
ヂ
イ
ロ

　
　
　
一
五
一
號
…
…
…
…
…
キ
ク
ヂ
ン
　
　
　
　
一
五
六
號
・
…
…
…
…
コ
ン
イ
ロ

　
　
　
一
五
七
號
…
…
…
・
…
ギ
ン
ネ
ヅ
　
　
　
　
　
　
（
和
田
三
造
の
色
名
総
鑑
に
依
る
）

　
白
色
は
凶
ε
し
、
澁
色
は
棺
材
の
塗
色
ε
し
て
非
常
に
嫌
は
れ
ま
す

の
文
　
　
字
　
゜

（　
丈
字
に
つ
い
て
は
矢
釜
し
い
民
族
で
あ
り
ま
す
、
商
店
名
は
殊
更
吟
味
を
重
ね
る
風
が
あ
り
ま
す
、
其
の
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

／

｝

●
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　由　　　　ru

＝
0

　
文
隼
は
い
す
れ
も
端
徴
文
序
で
あ
め
ま
す
今
其
の
主
な
る
も
の
を
暴
妙
ま
す
S

r
喜
一
貴
、
富
、
鵬
、
金
、
原
、
利
、
禮
、
仁
、
徳
、
薪
、
鴻
、
同
、
生
、
吉
、
順
、
灘
，
信
、
瑞
、
全
、
盛
、
興
、

　
康
、
厚
、
錦
、
廣
、
隆
、
白
、
昌
、
義
、
恒
、
永
、
安
、
天
、
束
、
’
華
、
鳳
、
元
、
・
泰
．
萬
、
饗
、
善
ゼ
光
、
會
、

　
嚢
．
中
、
大
、
成
、
茂
、
老
、
公
、
景
4
壽
、
震
、
振
、
雫
、
恋
、
謙
、
延
、
協
、
聚
、
通
、
°
維
、
達
、
安
、
嘉
、

　
裕
、
林
、
誠
、
美
、
明
、
寳
等
で
あ
り
ま
し
て
商
號
な
、
ご
は
こ
れ
等
の
文
字
の
組
合
で
あ
り
ま
す
、
例
之
「
義
和
公
」

　
「
泰
和
公
」
コ
鮪
茂
達
」
ε
云
ふ
が
如
き
で
あ
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
こ
れ
に
反
し
て
叉
非
常
に
嫌
は
れ
る
文
字
が
あ
り
ま
す
、
即
ち

　
禍
、
鬼
、
褻
、
病
、
疾
、
妬
、
窮
、
毒
、
嗜
、
散
、
別
、
苦
、
痛
，
悪
、
失
、
犯
、
罪
、
凶
、
離
、
死
等
で
あ
り
ま
す

0
数
　
　
宇

（　
日
本
で
は
奇
撒
を
奪
び
偶
数
を
一
般
に
嫌
忌
す
る
S
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
満
人
は
反
劃
に
偶
数
を
喜
び
ま
す
、
從

　
て
、
満
人
向
の
商
品
S
な
る
S
組
合
も
の
娃
三
個
五
個
ε
せ
す
四
個
六
個
ミ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

↓
圖
　
形

（　
一
般
に
直
線
的
の
も
の
よ
゜
り
も
曲
線
的
、
又
は
圓
形
の
も
の
が
喜
ば
れ
、
左
右
不
揃
の
も
の
よ
り
も
、
左
右
相
掛
の

隠
ー
ど
属
ー
ー
ー
騒
ー
ー
皇
島
ー
ら
多
ー
覧
ー
・

一　4

邸　 一mu
「’　団

一
亀

　
も
の
が
敷
迎
せ
ら
れ
ま
す
、
衣
服
の
模
檬
な
さ
殊
更
で
あ
り
ま
す

飼
岡
　
　
柄

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
満
人
は
極
め
て
保
守
的
な
民
族
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
圖
柄
も
亦
大
艦
に
於
て
共
の
取
扱
は
れ
る
範
圃
が
あ
り
ま
す
飴

　
り
極
端
な
所
謂
モ
ダ
ン
的
な
も
の
は
｝
部
人
士
に
は
或
は
受
け
ら
る
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ

　
ん
、
殊
に
文
字
の
場
合
ミ
同
様
、
非
常
に
縁
喜
を
播
ぐ
ε
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
意
味
か
ら
し
て
も
奮
態
を

　
脆
し
得
な
い
く
」
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
從
而
陳
腐
で
は
あ
り
ま
す
が
彼
等
の
使
用
し
來
た
も
の
を
新
時
代
に
順
鷹
す
る

　
様
圖
案
化
す
る
こ
S
が
必
要
で
あ
り
ま
す
今
彼
等
の
愛
好
す
る
も
の
を
列
學
致
し
ま
す
S

　
鶴
、
鷹
、
鳩
、
孔
雀
、
燕
、
公
鶏
、
鳳
鳳
、
鴛
鶯
、
鵠
、
金
鶏
、
鹿
、
馬
、
象
、
獅
子
、
虎
、
豹
、
山
羊
、
蝶
、
羊
、

　
狸
々
、
美
人
、
仙
人
、
英
雄
（
三
國
史
な
さ
に
記
せ
ら
れ
た
）
龍
、
風
景
（
洞
庭
湖
、
西
湖
等
の
）
水
仙
、
芙
蓉
、
蓮
、

　
梨
、
蘭
、
菊
、
竹
、
梅
、
柳
、
ば
ら
、
桃
、
木
蓮
、
石
榴
、
百
合
、
海
業
、
漿
芝
、
松
、
蔓
草
、
牡
丹
、
古
鏡
、
卍
、

　
雷
紋
、
鍵
紋
、
波
紋
、
壽
老
人
、
小
見
等
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
等
を
各
々
の
縁
起
、
古
事
で
組
合
せ
を
用
ひ
ま
す
、

　
例
之
竹
、
蘭
を
配
合
し
て
君
子
の
交
、
桃
を
持
つ
壽
老
人
を
表
は
し
て
長
壽
、
壽
老
人
に
鹿
を
配
し
て
こ
れ
又
長
認

　
を
意
味
し
、
柘
榴
に
柿
又
は
璽
芝
を
配
し
て
「
事
々
良
し
」
の
意
に
用
ふ
る
等
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
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ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝

　
　
こ
れ
に
反
も
て
鐘
は
絶
盟
に
使
用
出
來
ま
せ
ん
、
彼
等
の
こ
れ
を
嫌
ふ
こ
ε
我
々
の
想
像
以
上
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

　
箪
に
圖
案
言
し
て
の
毛
の
ば
か
り
で
な
く
、
丈
字
の
上
に
も
表
は
さ
な
い
方
が
得
策
で
あ
り
ま
す

勺
商
　
標

（
　
　
前
に
述
べ
ま
し
た
様
に
非
常
に
満
人
は
保
守
的
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
旦
信
用
し
た
商
標
に
封
し
て
は
こ
れ
を
老
牌

　
　
S
し
て
鍬
迎
い
た
し
ま
す
、
こ
れ
に
反
し
て
新
商
標
霊
な
る
さ
容
易
に
信
を
置
き
ま
せ
ん
。
從
而
商
標
の
攣
更
等
は

　
　
非
常
に
不
利
に
な
り
ま
す
か
ら
最
初
入
念
に
研
究
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
（
商
號
も
同
様
で
あ
り
ま
す
が
）
か
よ
う
な
風

　
　
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
老
牌
霊
し
て
信
用
を
博
し
て
い
る
商
品
は
さ
こ
迄
も
老
牌
た
る
の
眞
債
を
嚢
揮
す
る
様
に
努
力

　
　
せ
ら
れ
、
又
新
商
標
乃
至
新
商
晶
を
費
込
ま
る
る
業
者
は
相
當
の
年
月
間
陰
忍
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
㈲
満
洲
に
触
け
る
逼
貨

　
満
洲
に
於
て
は
曾
て
通
貨
さ
し
て
は
奮
東
北
軍
閥
關
係
に
於
て
獲
行
し
て
い
た
通
貨
が
難
然
さ
し
て
通
用
し
、
而
も
各

地
毎
に
流
通
貨
幣
の
範
園
が
あ
つ
た
の
で
非
常
に
不
便
S
不
利
を
醸
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
満
洲
國
の
國
礎
が
固
く
な
つ

た
今
日
で
は
、
國
内
に
於
け
る
幣
制
は
中
央
銀
行
に
よ
り
統
制
せ
ら
れ
て
、
貨
幣
換
算
の
煩
細
、
乃
至
は
共
の
幣
便
の
不
合

理
な
攣
動
か
ら
救
は
れ
て
居
り
ま
す
、
今
満
洲
に
於
け
る
通
貨
に
つ
い
て
概
論
を
試
み
ま
す
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ー
ー
群
慈
㌧
緊
ー
ー
舞
奮
仁
…
障
ー
』
紅
ー
…
・
劉
　
　
L
　
疑
　
…
ー
ー
ぎ
ー
ー
転
ー
・
・
ー
Σ
侮
奪
ー
－
レ
ー
歯
ー
ー
ー
－
…
ー
難
‘
ー
ρ
－
平
，
⇒
塾
広
℃
U
　
、
、
，
　
，
皇
、
．
　
、
，
駅
旨
診
匹
ー
．
ー
聡
F
F
“
卜
，
，
．
肚
ー
…
ヂ
叩
、
、
，
．

　～
　
　
一
・
國
　
幣

　　

@
　
　
　
　
　
　
満
洲
國
法
貨
で
あ
つ
て
大
同
元
年
七
月
満
洲
中
央
銀
行
の
創
設
に
よ
り
奮
通
貨
を
慶
棄
し
こ
れ
に
代
る
べ
く
銀
本
位

篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　　

@
　
　
　
　
　
　
を
以
て
獲
行
し
た
も
の
が
國
幣
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
で
は
其
獲
行
額
大
約
一
億
七
千
三
百
萬
圓
で
あ
り
ま
す

　
　
　
畢
は
補
助
誓
し
工
角
（
莚
五
分
（
五
銭
）
の
二
警
饗
及
至
鏡
蚕
の
二
璽
円
銅
箋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
さ
れ
て
居
り
、
こ
れ
等
の
総
額
は
現
在
で
は
萱
千
七
百
三
十
萬
圓
で
、
大
髄
國
幣
の
一
割
に
相
當
す
る
も
の
を
獲
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
居
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
幣
は
今
で
は
全
満
に
流
通
し
て
居
り
ま
す
が
、
關
東
州
内
で
は
、
只
税
關
等
満
洲
國
官
臆
關
係
に
於
て
は
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
て
本
艘
S
す
る
の
み
に
て
、
一
般
に
流
通
致
し
ま
せ
ん

　
　
　
・
　
　
，
ご
、
金
　
　
票

魑　

@
　
　
　
　
，
　
　
朝
鮮
銀
行
嚢
行
の
も
の
で
あ
つ
て
、
申
す
迄
も
な
く
金
党
換
雰
で
日
本
の
法
貨
で
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
關
東
州
内
は

鵬　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ε
よ
り
、
全
満
に
流
通
し
、
在
満
邦
入
は
も
と
よ
り
満
人
に
も
廣
く
流
通
致
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
術
日
本
銀
行
の
党
換
券
も
同
様
に
流
通
致
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
其
額
に
し
て
少
額
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
其
　
　
　
他
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二
四

右
の
外
關
東
州
内
丈
で
而
も
硬
豊
の
み
通
用
す
る
小
議
、
讐
關
係
の
み
に
關
係
を
有
す
る
砂
票
．
満
人
の

嚢
好
す
る
犬
獲
あ
る
も
、
今
で
は
法
貨
で
な
い
の
で
、
こ
れ
等
の
読
明
は
省
略
致
し
ま
す
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